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発表の内容
• 麻しんの定点報告数の推移

• 全数把握疾患へ変更（2008年1月）以後の発
生動向

–背景

–週別報告数の推移

–人口百万対報告数の推移

–年齢別報告数の推移

–病型別報告数の推移

–麻疹「輸入」例の推移

• 人口動態調査における麻疹が死因となった
死亡者数の推移



麻しん週別定点報告数の推移
1999年～2007年

IASR Vol.28 No.9 (No.331) , 2007. http://idsc.nih.go.jp/iasr/28/331/graph/f3311j.gif

2006年度
第2期接種開始



発生動向調査における変更点

• 日本を含む世界保健機関（WHO）西太平洋地域の加盟国：2005
年9月の年次総会において2012年までに麻しん排除を達成させ
ることを決議。

• 厚生労働省：2007年12月、「麻しんに関する特定感染症予防指
針」をとりまとめ、2012年度までに麻しん排除達成することを正
式に国の目標とすると発表。

→ そのための施策の一つとして2008年1月より、麻しんは五類
定点報告疾患から五類全数報告疾患となった。

【病型】臨床診断例：発熱・発疹・カタル症状すべて

検査診断例：上記3症状＋検査診断

修飾麻しん：いずれかの症状＋検査診断
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週別麻しん報告数の推移
2008～2010

第3期・第4期接種開始

2008年
n=11,015

2009年
n= 741

93％減

感染症発生動向調査 2010 年 10 月 20 日現在

2010年第40週現在
n=392

前年同時期比較
40％減

2008年同時期比較
96％減

診断週

報告数
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2009年 n= 662（第40週時点）

2010年 n= 392

週別麻しん累積報告数の推移
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診断週
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報告数

40％減少
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年齢別接種歴別麻しん累積報告数

n= 741

n=11,015

IASR Vol.31 No.2（No.360） 2010. http://idsc.nih.go.jp/iasr/31/360/tpc360-j.html



年齢別接種歴別麻しん累積報告数
2010年第1週～40週（n=396）

27

94

21

17

9

4
7

1

7
4

8

4
6 7

2
5 6

8 8

4 5
2

9

2
4 3 3

6

10

7
4 3 4 3 4

7 7
4

9 8
5 4

2 1 2 2 2 1 1 1

22

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50歳

以上

感染症発生動向調査 10 月 13  日現在
年齢

94
24%
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45%
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100
25%

接種なし １回接種 ２回接種 不明

報告数



1歳児接種歴（+）
の症例の検討

1歳児報告例 n=94

接種歴あり n=62

検査診断例
n=51

臨床診断例
n=11

接種日・発症日記載あり
n=36

接種日・発症日記載あり
n=11

接種から発症日＞30日

n=29
接種から発症日＞30日

n=8

1例
PCR陰性、IgM陽性
（抗体価記載なし）

3例
IgM抗体価記載あり

2.43（38日）、3.13（66日）、1.11（76日）

1例
PCR陰性、IgM実施なし？



病型別麻しん報告数・割合の推移
2008～2010年第40週
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臨床診断例 検査診断例 修飾麻しん（検査診断例）

284例中247例
（87%）が
IgM抗体価のみの
検査診断

112例中2例（2%）

のみで、感染源と
なった患者との接
触が判明。



麻しん輸入例（感染地域が国外と報告された症例）

2008年 2009年 2010年*

輸入例
（n、累積報告数
に占める割合 %）

27（0.3） 17（2.3） 18（4.6）

遺伝子型判明例
(n、輸入例に占め

る割合 %）
0（0） 1（5.9） 4（22.2）

累積報告数 11,015 741 392

* 第1～40週まで



感染推定地域
報告数
n=18

遺伝子型判明例
n=4

遺伝子型

フィリピン 7 2＊ D9

中国 6 1 H1

インド 1 1 D8

カンボジア 1 0

ベトナム 1 0

台湾/フィリピン 1 0

イタリア 1 0

麻しん輸入例
2010年第1～40週（n = 18）

1例：フィリピンより帰国の8歳児（0歳児に麻疹と診断され接種歴なし）
1例：フィリピンより帰国の1歳児→日本国内で姉に感染 （D9）

＊
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20歳以上

10-19歳

5-9歳

0-4歳

麻疹が死因となった死亡者数
1980-2009年（人口動態統計より）

1991年までは毎年40例前後、1992年～2001年には20例前後の死亡者が報告
されており、5歳未満の小児が中心にあった。幸い、近年、麻疹による死亡は減っ
たが、その多くが成人。



まとめと今後の課題

• 2010年第40週までの累積報告数は、2008年の同時期と比較して96％
減少し、396例であった。

• 2008年まで好発年齢層は10代が中心だったが、2009年以降は0～1
歳が中心である。

• 地域での流行が認められなくなり、報告例のほとんどが、感染源不明
の孤発例となっている。

• 「輸入例」が相対的に増加している。

• 検査診断例が60％を超えるようになったが、IgM抗体価のみで診断さ
れている症例が87％を占める。弱陽性の場合の判断など、診断に難
渋する例が相対的に増えている。

• PCR検査が陰性であっても、 IgM抗体価弱陽性という結果で検査診断
例として報告されている例が少なくない〔記載されているだけで9例（検
査診断例の3％）〕。

→ 正確な検査診断例が報告される仕組みが必要


